
















































































　Brunch ＝ Breakfast ＋ Lunch
　Smog ＝ Smoke ＋ Fog
　Mook ＝ Magazine ＋ Book
韻
ひとまとまりの表現の中の単語の対でOnset又はRhymeを一致させた表現。
　ことわざ： So many men, so many mind.
 Forgive and forget.
　命　　　名： Mickey Mouse
 Peter Pan
 King Kong 
　標語、宣伝： Don’t drink and drive.
 Talk together, walk together.
 Find the name, with the game. （広告ゲーム）
３．単語音声の産出過程での音節内部構造の効果
以下では、上にあげたような言語学的現象とは別に Onset, Rhymeと










close ＋ near → clear
の型が圧倒的に多く





















































































ビーム装置で記録した例が図４です（Kiritani, 1986）。  /bemee/ の発音と 

















Dark “ l ”と Clear “ l ”　
英語では通常、 音節末の“ l ”は音節頭の“ l ”に比べて暗い音色を持っ
て発音されており、舌の動作として後舌部がより強く後方にひかれている
ことが知られています（図６）。 “ l ”の発音も舌先の動作と後舌部の動作
－ 24 － － 25 －

























－ 26 － － 27 －
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